
広島大学インフラ⾧寿命化計画（個別施設計画）【令和４年度策定】の概要

インフラ⾧寿命化計画（個別施設計画）

 対象施設の⾧寿命化改修を軸としたメンテナンスサイクルの構築
 施設の中⾧期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減と平準化
 戦略的な修繕、改修、更新
 大学の機能強化に対応
 施設の有効活用を推進し施設総量の適正化

3. 施設の目指すべき姿

① 背 景① 背 景

① 背 景･･･保有面積68万㎡のうち築後30年を経過した建物が5割を占め、施設の老朽化が進行
② 目 的･･･計画的・効率的な施設整備を行うため行動計画で示された改修サイクルでの年次計

画の作成、コスト縮減や予算の平準化、良好なキャンパス環境の維持
③ 計画期間･･･令和5年度から令和34年度の30年間
➃ 対象施設･･･キャンパス内の建物（附帯設備含む、小規模建物は除く）、土木構造物及び基幹設備

（21団地・254棟・約66万㎡）

2. 計画の背景・目的等

 建築後25年以上経過した未改修建物が約６割あり、ライフラインは法定耐用年数（15年）を超え
るものが７割を超え、2倍の30年を超えるものは約3割となっており、老朽化に起因する電気、給
排水、ガス設備及び空調設備等の事故頻発と、教育研究への影響が危惧されている

 学内経費（緊急修繕費及び計画営繕費）は５年平均で2.85億円の配分であるが、緊急修繕費が
年々増加の傾向にある

 令和3年度実績で計画営繕要望約700件(13億円)の内、約70件のみ実施（1.18億円（機能改善
0.47億円+老朽改善0.71億円））、積み残し計画営繕要望額11.76億円、緊急修繕費1.42億円

 学内経費（緊急修繕費及び計画営繕費）は、要求額に対して配分額が圧倒的に不足しており、修
繕・機能改善等の未実施（積み残し）が増大している。今後は施設の重要性に応じて修繕等を行
わないという選択（トリアージ）も視野に入れた対応策の検討が必要である

 事故件数（漏水や空調機の停止等）は年々増加する傾向にあり、今後さらに施設の老朽化と共に
修繕費の増加が顕著となっていくことが懸念されている

 本学の修繕費は602円/㎡となっているが、13大学の平均は1,250円/㎡となっている(令和１年度
実績)

4. 施設の実態

 令和4年2月に「広島大学インフラ⾧寿命化計画（行動計画）（令和3年度版）」を策定
 この行動計画を基に具体的な施設・設備について維持管理・改修・更新サイクルを着実に運用し

ていくための⾧寿命化対策のさらなる推進が必要

1. はじめに
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 建物の構造躯体の劣化を進行させないための点検・診断による劣化対策（予防保全）を行い、建
物部位、設備などを適切な周期で更新することにより、建物を⾧く使い続けることが出来る

 ライフラインは、実績値から30年サイクルで更新していくことで、トータルコストの縮減と平準
化が図れ、安全・安心な設備を継続使用することが出来る

5.⾧寿命化の基本的な方針と整備水準等

① ⾧寿命化を図る施設整備の優先順位は、整備後の経過年数を基本とし、施設の劣化・損傷状況に
加え、建物重要度、今後の利用方針を踏まえ点数化し順位付けを行う（年次計画表(次頁)）

② 令和5年から30年間の⾧寿命化型の予防保全経費は、総額で127.9億円（4.26億円／年）である
が、施設費交付事業費1.4億円の充当により、総額は126.5億円（4.22億円／年）となる
更に、機能改善等の計画営繕費0.54億円／年、雨漏り、空調停止等の対応としての緊急修繕費
1.17億円／年を加算するとすることにより、 総額178億円（5.93億円／年）が必要である
令和４年度配分額3.85億との比較では、2.08億円／年の不足が生じることとなる

③ 持続的・安定的な予算確保については、以下の方策を組み合わせる等により、適時・適切に採用
◆今までの取り組みのさらなる拡充

・全学スペースチャージの見直しによる営繕費補填の強化
・大学が保有する全施設へ一律に一定額のチャージ料を課す固定型課金（当初配分での必要額確保）
・老朽化した照明設備・空調設備等を、高効率の省エネ機器へ更新することによる光熱費削減分

（3.6億円/30年）の営繕費への充当
◆新たな取り組みの採用

・計画営繕における機能改善については、学内経費に加え一部部局予算の充当（多目的便所の設
置、和便器の洋便器化、出入口自動ドア化等）

・中期目標･中期計画に基づく機能強化等（学生ニーズ）に対応するものは、整備計画書を作成し
別途学内経費を確保

・光熱水量の使用実績に対する環境賦課金制度の制定により、賦課金の営繕費への充当とエネルギ
ー使用に対する抑制効果の発揮

・他省庁や地方自治体の補助金やネーミングライツ等多様な財源の活用
・寄附金の営繕経費への充当

6.⾧寿命化の実施計画

一般系

理 系

文 系

講義棟

実験棟

0.69億 0.42億 予 :予防保全改修費（⾧寿命型）
予 計

計 :計画営繕費（機能改善等）
これから 計 緊

0.54億 1.17億 緊 :緊急修繕費（事後保全含む）
学内経費5.93億/年

学内経費3.85億/年 不足

これまで 2.08億

予 4.22億

緊 2.74億



 情報基盤の整備と活用
• 保有施設のデータベース化と最適化
• 新技術の情報収集及び導入

 推進体制等の整備
• ＰＤＣＡサイクルの確立と着実なメンテナンスの実施

 フォローアップ
• 事業の進捗状況、劣化調査等によるインフラ⾧寿命化計画の見直し

7. ⾧寿命化計画の継続的運用方針

学部・研究科等改修年
次計画

理系性能維持

＋機能改善

文系性能維持

＋内部半分

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042

9　実験研究棟
C1

10　実験研究
棟C2

11　実験研究
棟C3

12　実験研究
棟C4

35　管理棟C0 2　研究棟A2 1　研究棟A1 3　研究棟A3 4　研究棟A4 16 講義棟B4

建築年1982 建築年1982 建築年1982 建築年1982 建築年1982 建築年1981 建築年1982 建築年1982 建築年1982 建築年1982
築後44年 築後45年 築後46年 築後47年 築後50年 築後54年 築後54年 築後55年 築後56年 築後58年

改修年（2010） 改修年（2014） 改修年（2014） 改修年（2015） 改修年（2019）

改修後(25)年 改修後(22)年 改修後(23)年 改修後(23)年 改修後(21)年

1477㎡ 534㎡ 963㎡ 868㎡ 1401㎡ 8619㎡ 8589㎡ 8619㎡ 8618㎡ 1853㎡

88  講義管理
棟C

93  実習棟

建築年1988 建築年1987
築後35年 築後52年

3324㎡ 913㎡

100研究棟A 101研究棟B 113音楽棟Ｆ 104講義棟K3 10３講義棟K2 10２講義棟K１ 10５管理棟 168技術棟D 169美術棟E 1６７講義棟L 1６７講義棟L 166研究棟C

建築年1988 建築年1988 建築年1989 建築年1988 建築年1988 建築年1988 建築年1988 建築年1995 建築年1995 建築年1995 建築年1995 建築年1995
築後36年 築後37年 築後37年 築後39年 築後40年 築後41年 築後42年 築後36年 築後37年 築後38年 築後39年 築後47年

7708㎡ 7722㎡ 2182㎡ 2159㎡ 1165㎡ 901㎡ 2766㎡ 1019㎡ 1449㎡ 2171㎡ 2170㎡ 5074㎡

117研究棟A 119研究棟C 119研究棟C 118研究棟B
130講義管理
棟E

122両生類研
究棟M

120低温実験
棟H

129研究棟D
199先端研究
棟

199先端研究
棟

199先端研究
棟

199先端研究
棟

建築年1991 建築年1991 建築年1991 建築年1991 建築年1991 建築年1990 建築年1990 建築年1991 建築年2001 建築年2001 建築年2001 建築年2001
築後32年 築後33年 築後34年 築後35年 築後36年 築後40年 築後42年 築後42年 築後38年 築後39年 築後40年 築後41年

4506㎡ 4556㎡ 4555㎡ 4016㎡ 3898㎡ 3373㎡ 1474㎡ 1413㎡ 2791㎡ 2791㎡ 2791㎡ 2790㎡

138西講義棟J 141東講義棟K 141東講義棟K 140事務棟M 155南講義棟L 128研究棟C 128研究棟C 137研究棟B 127研究棟A 127研究棟A
139学生実験

棟H

建築年1992 建築年1992 建築年1992 建築年1992 建築年1993 建築年1992 建築年1992 建築年1992 建築年1992 建築年1992 建築年1992
築後34年 築後35年 築後36年 築後37年 築後37年 築後39年 築後40年 築後41年 築後42年 築後43年 築後44年

1814㎡ 3338㎡ 3337㎡ 2359㎡ 1344㎡ 3973㎡ 3972㎡ 2812㎡ 3877㎡ 3876㎡ 3094㎡

163文講義棟 165社講義棟 162 文研究棟 164 社研究棟
193国際研究
棟

193国際研究
棟

建築年1994 建築年1995 建築年1993 建築年1995 建築年1997 建築年1997
築後34年 築後34年 築後44年 築後43年 築後43年 築後44年

1646㎡ 3198㎡ 5408㎡ 6542㎡ 3453㎡ 3453㎡

58課外活動
共用施設

109遺伝子実
験棟

8情報メディ
ア

124北体育館 184大学会館
191ベン
チャー

154西体育館
181機器分析

棟Ｊ
190放射光実

験棟
108ナノデバ

イス東
187本部棟

3ｻｲｴﾝｽ ｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝ

154西図書館

建築年1982 建築年1989 建築年1982 建築年1990 建築年1995 建築年1996 建築年1991 建築年1994 建築年1996 建築年1998 建築年1996 建築年2001 建築年1993
築後44年 築後38年 築後47年 築後41年 築後37年 築後37年 築後44年 築後42年 築後41年 築後41年 築後44年 築後40年 築後49年

2013防水 2021防水 2022防水 2008防水

2128㎡ 1782㎡ 2350㎡ 3269㎡ 3238㎡ 1514㎡ 4335㎡ 1451㎡ 1517㎡ 2563㎡ 7932㎡ 2601㎡ 3051㎡

156西第2福
利

186北第1福利
136ＲＩ総合
実験棟西

196放射光研
究棟

建築年1993 建築年1996 建築年2000 建築年1998
築後36年 築後35年 築後39年 築後42年

2011防水

1702㎡ 1464㎡ 2060㎡ 1592㎡

1 解剖セン
ター

182保健学研
究棟

182保健学研
究棟

158臨床第２
研究棟

159基礎第２
研究棟

119基礎社会
医学棟

119基礎社会
医学棟

134薬学部研
究棟

134薬学部研
究棟

144研究棟B
030総合研究
棟

030総合研究
棟

118基礎講義
棟

189原医研研
究棟

131臨床研究
棟

建築年1967 建築年1996 建築年1996 建築年1980 建築年1980 建築年1970 建築年1970 建築年1974 建築年1974 建築年1976 建築年1968 建築年1968 建築年1977 建築年2008 建築年1973
築後60年 築後32年 築後33年 築後51年 築後52年 築後63年 築後64年 築後61年 築後62年 築後61年 築後70年 築後71年 築後63年 築後33年 築後69年

改修年（2003） 改修年（2007） 改修年（2007） 改修年（2008） 改修年（2008） 改修年（2008） 改修年（2004） 改修年（2004） 改修年（2010） 改修年（2016）

改修後(24)年 改修後(26)年 改修後(27)年 改修後(27)年 改修後(28)年 改修後(29)年 改修後(34)年 改修後(35)年 改修後(30)年 改修後(26)年

1251㎡ 5226㎡ 5225㎡ 1758㎡ 1583㎡ 4289㎡ 4289㎡ 2907㎡ 2906㎡ 3547㎡ 4718㎡ 4718㎡ 1871㎡ 3992㎡ 4089㎡

183動物実験

棟

175霞 体育

館
179 RI-A棟 170霞会館 28共用棟1

建築年1995 建築年1983 建築年1984 建築年1981 建築年1963
築後32年 築後46年 築後46年 築後53年 築後76年

改修後(20)年

2014大規模

4274㎡ 2441㎡ 1172㎡ 1582㎡ 4037㎡

1 総合校舎B ３総合校舎C ２総合校舎A ５総合校舎S

建築年1963 建築年1963 建築年1996 建築年2000
築後65年 築後66年 築後34年 築後34年

改修年（2000） 改修年（2000）

改修後(28)年 改修後(29)年

2148㎡ 1001㎡ 3518㎡ 3293㎡

春日８ 情報教
育棟

翠4 中・高体
育館

東雲２４ 小学
校校舎

翠２ 中・高校



評価シート例

点数

団地

棟番号

棟名称 A×B→

カテゴリー 分類 評価内容 基準 採点

上位

中位

下位

パターン0 一般

パターン1 理系研究棟

パターン2 文系研究棟

パターン3 講義棟

パターン4 実験棟

パターン5 課外･福利施設

パターン6 宿舎

パターン7 小規模

36
優先順位　上位： 不特定多数の利用が多数見込まれる建物

中位： 特定の人が使用する建物

下位： 上位及び中位以外の建物

カテゴリー 分類 評価内容 基準 採点

経年 築年数評価
大規模改修後は

経年をリセット
16

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

不具合 2

劣化 1

良好 0

35.0合計(B)

配点

B
施設

1年0.5点
(上限20点)

劣化状況

外壁
係数

1.5
3

屋上防水
係数

2.0
4

内装
係数

0.5
1

電気配線
係数

0.5
1

設備配管
係数

0.5
1

照明設備
係数

0.5
1

衛生設備
係数

0.5
1

空調設備
係数

1.5
3

昇降機設備
係数

1.5
3

その他
係数

1.0
1

東広島

1260117

理学部研究棟Ａ

配点

A
運用

利用度 優先順位

20

1616

12

重要度

20

20

20

20

16

12

8

4

2

合計(A)




